
人工礁漁場造成事業補助調査

。鈴木史紀・田村真通・中田凱久

調査目的

昭和59年度以降に脇野沢，泊地区で人工礁漁場造成事業が行われるのに先立ち，当該地区の漁業，

漁場利用の現況と問題点，あるいは生物資源の生態，動向等基礎的事項を明らかにさ，事業の効率的

推進を図るζとにより沿岸漁業の経営安定に資する。

調査方法

1.調査期間 昭和団年4月~昭和59年3月

2. 調査海域 脇野沢地区(図 1-a) 

泊地区〈図1-b) 

3. 調査項目及び方法

(1) 物理環境調査

(a) 気象観測 青森地方気象台の資料を使用し，脇野沢及び泊地区における周年の気象条件

(風向及び風力)について解析した。

(b) 海況観測 定点観測を実施し，水温・塩分等の海況特性を把握した。

(c) 流況観測 OC-I型海流計およびMOX-TC4型海流計を設置し，流向・流速の25時

間連続測定を行った。

(d) 海底地形・底質等 海底地形・堆積層厚・底質(民間委託)

(2) 生物環境調査 漁獲量調査・漁獲試験及び現地聴きとり調査を実施し，魚類の資源動向・生

態等についてとりまとめた。

(3) 社会環境調査 現地聴きとり及び資料収集を行い，漁場の利用状況(操業実態)・経営状況

(経営体・就業者)等についてとりまとめた。

(4) 配置計画 (1)-(3)の調剤吉果に基つeいて事業計画(規模・配置)を策定した。

調査結果

A.脇野沢地区

1. 物理環境調査

(a) 気象:一般に西よりの風が卓越しているが. 6-8月は東寄りの風が卓越している。

(図2) 

一方，回日数を風速6m/secl込下で、みると年間的190日が得られる。(表 1) 
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図1-a 調査海域図

図2 54-57年平均風向頻度分布(青森県気象月報)

表-1 月別凪日数

(風速6m/ s e c以下) 脇野沢

資料:青森県気象月報 (56-57年 1-12月)
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(図3)，定地水温(表面)をみると最低は3月，最海況:周年対馬暖流水の影響下にある。(b) 

(図4)，年聞を通じた底層の水温，塩分は，西湾で高く，東湾で低い傾向に高は9月である。

(図5) ある。

況概のI荒海図3
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1月 9月

4月
10月

II月

12月

図5 57陸奥湾月別水温塩分水平分布 (50m)青森県水産増殖センター資料

凡例塩分3.0=33.0

(c) 流況:底層の一般的な流れは二通りみられ，一つは湾口部から西湾奥に向かう反時計廻りの

流れで，他の一つは，定常的ではないが，東湾の時計廻りの流れである。(図的

一方， 25時間連続観測による底層の最大流速は7月で16.6cm/ sec， 9月で32.5cm/ secで

あった。調和分解の結果7月は潮流楕円長軸(日周期)が恒流成分 (NE 6 cm/sec)をやや

上回っていた。 9月は恒流成分 (W14.5cm/secからNW15cm/sec)が潮流を上回っている。

(図7，8) 

(d) 海底地形・底質等:調査海域内の海底地形の30-64mである。

海底匂配は西側で 6/1，000-10/1，000とやや急であるのに対し，東側では 3/1，000-

6/1，000で平坦である。(図 9) 

堆積層厚は西側および東側の平坦部で薄いのに対し，南側では厚くなっている。(図11)

底質は砂(粗砂~細砂)あるいは泥である。粒径値は東側ほど小さな値となっている。

(図10)
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(陸奥湾漁業開発基本計画調査資料)
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図11 堆積層厚

2. 生物環境調査

(a) 漁業資源と回遊状況

地区の生産状況から重要な漁業資源をみるとカレイ類・ヒラメ・マ夕、ヲ・イワシ類・タイ・

ヤリイカ・アイナメ・ソイ・メバル類でイワシを除く魚種は，魚、礁を設置することにより生産

効果が期待できるものと考えられる。(表2)

これらの魚種の出現状況はカレイ類(マガレイ・マコヵνィ)は周年出現しているが，盛期

は12~ 5 月の冬春季である。ヒラメは周年出現し盛期は産卵期の 5~6 月である。マダラは 1

月を中心に出現がみられる。マダイは 6~8 月(成魚) 1l ~12月(当才魚)に出現がみられる。

ソイ・アイナメ・メバル類は周年出現しているが盛期は冬春季である。(図12)

(b) 漁獲詞験:調査海域周辺の生物の分布制兄を明らかにするため，底刺網で漁獲訴験を行った。

漁獲魚種は14種269個体で，このうち有用種は9種187個体 (70%)を占めた。また，調査海

域内の西側 (St1. 2. 8. 9)と東側 (St3. 4. 5. 6. 7)海域のマカ守レイ・マコ

ヵνィの分布を比較すると，西側で3尾/反であるのに対し，東側では0.2尾/反で西側に多

く分布していた。

乙のような傾向は有用種全体にもみられるが，これは東側海域の海底地形が単調になってい

ることと関係しているものと考えられる。(図13.表3) 

-116ー



表2 水 揚 状 況 (56県統計) タ イ

10 

金 額 比率 漁獲量 刺網・延縄

明 % トン ラ

カ レイ類 229，818 20.4 418.2 

ヒ ラ メ 182，971 16.2 82.1 

てず タ ラ 164，412 14.6 296.2 

マイ ワ シ 124，982 11.1 5，215.0 

タ イ 119，382 10.6 77.9 

ヤ リ イ カ 66，215 5.9 75.2 

アイナメ 40，724 3.6 55.0 

ツイ・メバル類 18，929 1.7 40.1 

ホ 、y ケ 18，157 1.6 195.7 

フ
‘、3

リ 17，282 1.5 48.4 

サ ケ 10，582 0.9 21.1 

タ コ 8，877 0.8 33.7 カレイ類

カナガシラ 8，793 0.8 18.5 

コ ウナゴ 8，069 0.7 15.8 

スノレメイカ 5，336 0.5 16.2 

ア ジ 5，198 0.5 9.9 

そ の 他 99，048 8.8 498.0 

計 1，128，775 7，117.0 

※ 脇野沢・Jf[内・平内・蟹田・平舘

図12 月別・魚種別・漁業別漁獲量(関係漁協=県統計資料)



図13 利網漁獲試験

表 3 海域別漁獲結果表

西 仮リ 東 倶H

St 番 号 1 • 2・8 ・9 3 • 4・5・6・7

使 用 反 数 12 15 

操 業 水 深 60-65悦 45-63悦

カ レ イ 類 43尾 48尾

有 (マ すま レ イ) 34 3 

(マ コ :H レ イ) 2 

(そ の 他) 7 45 

用 カ ナ ガ、 シ フ 45 23 

カ
ジ、

カ 21 2 

ホ ツ ケ 。 1 

種 フ ク 7 ギ 。 2 

ス ノレ メ イ カ 2 

サ メ 類 19 28 
そ

類コニ イ 7 18 
の
コ

他
チ 類 2 

ク →ナ ウ オ 3 3 

メ仁〉3、 計 144 125 

(有 用 種) (111) (76) 
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(c) 対象生物の特性
稚 稚

52 稚 稚。分布水深図14

。生活史表4
水

未 未 未 未

成 成 成 成 成
魚 魚 魚マ魚 魚

ダキ
100→ イッ

ネ

深
メ
|ノ〈

Uレ

ヒ
ラ

メ
ψ ※稚ー稚魚

未ー未成魚

図14 対象生物の分布水深

(d) 対象生物の資源動向:当該地区の漁獲量から資源の動向をみると，増加傾向にあると考えら

れるのは湾外から湾内に来遊するマダラ・マダイ・減少額向もしくは横這い傾向にあるのは湾

内で生活しているヒラメ・カレイ類・アイナメ・ソイ・メバル類である。(図15)

(e) 対象生物の餌料環境:餌料生物は発育段階によって異なるものの，魚類・頭足類・多毛類・

貝類およびヒトデ類等であるが， ζれら餌料生物については過去の調査等によって分布が確認

されていることから，餌料条件については問題ないものと考えられる。(表5)

3. 社会環境調査

(a) 着業状況:関係地区における漁船漁業の着業および生産の概況を生産規模の大きい方からみ

ると./J型定置網(底建網を含む。糊台諜撲に占める割合67%)東日網 (21%).延縄 (8%) • 

電 (3%) .敷網(1 %)の順となっており./J型定置網，刺網の比重が高い。(表6)

小型定置網は周年行なわれるが，対象魚種と漁期の関係をみると.12-3月はマ夕、、ラ. 5-

8月はタイ・ヒラメ・マイワシとなっている。刺網も周年行なわれるが，盛漁期は12-6月で

カレイを主対象としている。延縄は 1-5月にタイ・アイナメ・カレイを対象に行なわれてい

る。篭はアイナメ・ソイを主対象として周年行なわれている。

以上から，本地区の対象漁業種類は刺網(カレイ・ヒラメ) ・小型定置(マダラ) ・延縄

(タイ・アイナメ・ソイ・メバル類)・アイナメ篭(アイナメ・ソイ)の4種が考えられる。

(図16)

(b) 標本船調査:標本漁船6隻の着業状況をみると，刺網が51%と高く，次いで延縄28%.アイ

ナメ篭22%の順となっているが， ζれらについて漁場別(一般漁場と天然礁)の単位当り漁獲

量を比較すると各漁法とも天然礁での漁獲量が一般漁場の漁獲量を上回っていた。(表7)

(c) 漁場の利用状況:当該地区漁船の利用漁場は図17に示すとおり湾内全域に及んでいる。
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対象魚の生活史

ヒ フ メ 産卵 ヨ浮遊仔魚期 「河川の影響域に集群 未成魚・成魚期(生物学的最小形体長40cm)

6-7月水深20-80m (全長4cm以上) (全長12-13cm以上) 沿岸の極く沿岸の浅い所から水深200mまでの広
い海域に分布

てr 夕、 フ 産卵 、仔魚・稚魚 、 10cm前後になると湾外へ 〉親魚、(生物学的最小形体長40cm)

1-2月水深30-20m ふ化仔魚、3.3mm(40日5-6棚・ ( 8月頃) (産卵のため接岸)
¥、 70日20-30mm・200日100-150棚)

親魚 3月には大部分湾外に

てr 夕、 イ 日本海方面→津軽棚侠→陸奥湾(5-6月) 魚体10cm-1 m・体重30タ-12匂 未成魚、=索餌回遊←10-11月湾外へ

成魚ニ産卵回遊水深1O-35m砂・砂利・砂泥場
盛期6月一 7月→8-9月湾外へ

稚魚 沿岸各所の藻場 10-11月 11月末湾内の浅所に分布は見られず海峡方面へ

8-9月(全長3cm) (全長 5-6 c湖水深7-8m)

キツネメノく/レ 産仔ー争浮遊仔魚、期--;::.-沿岸の藻場で着底生活ーヲ未成旬、 /成魚

( 4-6月上旬) (体長3c羽以上) (体長12-20cm・水深40-80m海域) (体長23cm以上水深80-150m)

アイナメ 産卵(卵魂を海底固形物に生みつける)ー争浮遊仔魚期~沿岸の藻場で着底生活ー〉未成魚、・成魚、(生物学的最小形平 B L24-29cm 
3才魚・ OB Ll7-21cm 2才魚、)

(10-1月・水深3-70m) (全長4cm以上) (全長13cm以上) (極沿岸から水深150mぐらいまでの海域)

マコガνイ 産卵 /稚魚 ，若魚、 成魚(生物学的最小形湾内種平 BLl9.7cm・oB L 15 8cm) 

(湾内種11-12月) (3-4月水深30m以浅の制帯ι場)水深50m以浅に分布

マガレイ 産卵 未成魚 一ーヨー成魚

(水深20-80m4 -5月) (水深140mまで分布 4-5月水深40-60m) (水深130mまで分布4-5月30-60m)

表4
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図15 対象魚種の資源変動

(県統計平舘・蟹田・平内・川内・脇野沢)

い〈 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 備 考

京1 網 カレイ類・ヒラメ

延 縄 カレイ類・タイ・アイナメ， 

棒 受 網 コウナゴ

篭
ノ

アイナメ・ツブ1" 

小型定置 iノ ふイワシ・サノく

底 建 網 |← マタラ

図16 利用漁業と漁期
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表5 対象生物の食性

資料:陸奥湾漁業開発基本計画調査最終報告書 51年 3月 青森県

魚 種 名 成長段階 餌 料 生 物

て才 夕、 フ 魚類・甲殻類・頭足類・貝類

カ レ イ類 稚 魚、 コペポ」夕、、.カイミジコ・矢虫類・多毛類・多毛類幼生・端脚類

(マコカ「レイ) 若 色 多毛類主体で，その他端脚類・エビ・カニ類・クモヒトデ・ウニ類・

貝類・等腕頗

成 缶 (3-5月)キワセタガイ・多毛類(6-8月)多毛類・クモヒトデ

(9 -11月)クモヒトデ・コップムシ類・ヒトデ・ウニ類

。 未成魚 ゴカイ

(マカマレイ) 成 色 ゴカイ・クモヒトデ・エビ・カニ類・二枚貝・魚類

タ イ コムシ・ウミケムシ等の環形動物・ホタテ稚貝・モスソヵγ ・イカずイ・

アサリ等の貝類・エビ・カニ・ヤドカリの甲殻類・イカ，タコ頭足類・

イワシ・イカナゴ・アイナメ稚魚等の魚類

ヒ フ メ 仔 魚 構脚類・槙脚類幼生

稚 色 シキシマフクロアミ・エソγサザ、アミ等のアミ類及び端脚類

5 -10cm 甲殻類・イカナゴ・スジハゼ等の稚魚

成 魚 魚類及びイカ

ソイ・メバノレ類 仔 魚 樟脚類

(クロソイ) 稚 魚 ワレカラ・ヨコヱビ・モエビ類・エビジャコ・甲殻類幼生

若魚初期 大型のモエビ・ヨコヱビ・カニ類

成 魚 イワシ・イカナゴ:等の魚類

ア イ ナメ 3cm未満 槙脚類等の動物プランクトン

4-6cm j型のモエビ・ヨコエピ・アミ類・ワレカラ類・多毛類 甲殻類を主体

7 -13cm モエビ類・ワレカラ類・ヨコエビ類・多毛類・アミ類

15-25cm ヱピジャコ・エビ類・小型魚類・コチ類・ワレカラ類・ヤドカリ

類一甲殻類・魚類

25cm以上 づ哩魚類・コチ類・エビジャコ・多毛類・カニ類・キセワタ類 魚類

主体

9
u
 

q
L
 



表6 漁業種類別着業の概況(昭和56年度 県統計)

ト¥
出漁日数 生産金額 漁獲量 l隻当り

着業隻数 主たる魚種
(延) (百万円) (トン) 漁獲量金額

トン 明

小型定置 958 758.3 6，424 0.7 710 
マ夕、、ラ・ヒラメ

タイ・イワシ

京U 網 620 23，310 236.7 480 0.8 372 カレイ・ヒラメ

延 縄 43 3，085 86.6 133 3.1 2，015 
カレイ・タイ・
アイナメ

篭 300 34.0 60 0.2 113 アイナメ・ソイ

敷 網 52 307 8.1 16 0.3 155 イカナゴ

計 1，973 1，123.8 7，113 

表7 標本漁船調査結果

標本漁船7隻

漁 法 京1 網 た し1 延 縄 アイナメ篭

区 分 天然礁 一般漁場 天然礁 一般漁場 天然礁 一般漁場

操 業 日 数 28 日 40 日 21 日 16 日 9 日 20 日

使用漁具数 510 反 810 反 475 鉢 539 鉢 170 篭 663 篭

匂匂/反 匂匂/反 匂匂/鉢 b; b;/鉢 b; 匂/篭 b; /qf/篭

魚 カ レイ類
147.5 525.3 58.9 35.1 1.1 16.1 
(0.29) (0.58) (0.12) (0.07) (0.01) (0.02) 

種 ヒ フ メ
415.4 109.7 0.0 72.0 0.0 。。
(0.81 ) (0.12) (0.13) 

5}U タ イ
1.5 0.0 129.7 52.1 0.0 0.0 
(0.003) (0.29) (0.10) 

漁 ア イ ナメ
22.6 22.0 62.4 55.4 218.3 305.4 
(0.04) (0.02) (0.13) (0.10) (1.58) (9.46) 

獲 ソ イ 類
3.0 1.0 7.3 1.5 0.2 33.9 
(0.006) (0.001) (0.02) (0.003) (0.001) (0.05) 

量 そ の 他
1，087.5 443.8 2.4 119.0 116.4 1，026.8 
(2.92) (0.49) (0.01) (0.22) (0.69) (1. 55) 

計
2，077 .5 1，096.5 260.7 335.1 386.0 1，382.2 
(4.07) (1.22) (0.54) (0.62) (2.28) (2.08) 

。。。，“



図17 漁場利余

4. 事業計画の基本的考え方

(a) 受益地区および受益者数:受益地区は脇野沢村・川内町・平内町・蟹田町・平舘村の 3町2

村で受益者は主として0-5トン階層の460経営体， 1，047人である。(図18，表8) 

(b) 対象生物と漁業種類:対象生物は地区の重要魚種あるいは魚礁設置により，生産効果が期待

できる魚種という考え方から，カレイ類・ヒラメ・マダイ・アイナメ・ソイ・マダラとした。

対象漁業種類は捌豆の重要な漁業あるいは人工礁で利用可能な漁法と考えられる刺網・延縄・

篭および底建網漁業とした。

(c) 事業実施海域:①湾口部に近く回遊魚の蝿集効果が期待できる。 ②海底地形が平坦で堆積

層か薄く埋没の危険が少ない。@付近に天然礁や人工礁が存在し関連した効果が期待できる。

@利用する漁港から近距離にある等を考慮し，図19に示す海域を選定した。

(d) 事業目標:本地区はホタテ養殖の盛んな地区であるが，刺網・延縄・小型定着網等の漁船漁

業を営む階層の生産は低い水準であるので，これら階層 (0-5トン)および定置階層の 1経

営体当りの平均生産額を県平均生産額まで高めようとするものである。

(e) 事業規摸及び漁場開発面積

事業規模

漁場開発面積

36，000空1Ii

約230ha
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(C) 配置計画(図20)

i )単体礁 表中層魚(マダイ)を蝿集させるための高さのあるタイプと，底生魚(ヒラメ・

カレイ類・ソイ・アイナメ・マダラ)を蝿集させるため構造の複雑なタイプの

2穫について採用する。

ii)群体礁 単体礁をある程度まとめた形で配置したほうが効果が大きいので，中央部に高

さのあるタイプのプロックを集中的に配置し，その周辺を底生魚タイプのプロッ

クで囲むよう配置する。また，渦流形成域を大きくするため流れに対して辺を

大を大きくとる。

iii)全体礁 群体礁の間隔は操業面及び晴集効果範囲を考えて200mとし，漁場面積を大き

くとるため千鳥型に配置する。

表8 地域における組合員数，経営体数，就業者数

組合員数 階層 zu 経 P邑J与 体 数
市町村 組 J口"- 名

正 准 計
トン トン

養殖 定置 計o "" 3 3 "" 5 
人 人 人 体 体 体 体 休

脇野沢村 脇野沢村漁業協同組合 173 11 184 31 29 9 50 119 

川内町 川内町 。 259 23 282 30 20 36 96 

平内町 平内町 -'/ 1，195 36 1，231 83 14 759 6 862 

平舘村 平舘村 。 282 105 387 47 24 20 69 160 

蟹田町 蟹田町 d少 148 28 176 26 2 66 19 113 

計 2，057 203 2，260 217 99 890 144 1，350 

就業者数 206 248 1，248 504 2，260 

図18 受益区域
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図19 設置位置
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B 泊地区

1.物理環境調査

(a) 気象:一般には西寄りの風が卓越しているが， 6~8 日は東寄りの風が卓越している。

(図2)

一方，凪日数を風速6m以下でみると年間約166日得られる。(表 1) 

沖底

背嚢県

4
l中
l
l

口臨時一
1: 220，αxl 
05  I"'" 

図ト且泊地区人工砲漁場造成聞査機織

図 1-b 泊地区人工礁漁場造成調査海域

表1 月別凪日数(風速6初 /sec以下)

小田野沢

資料:青森県気象月報 (56~57年 1 ~12月平均)

巧

d
q
L
 



《隼圃J (6-8月〉 {I1-1月)

図2 小田野沢における風向別頻度分布

(b) 海況:周年津軽暖流水の影響下にあるが，冬春季には親潮の接岸がみられる。(図 3)

定置水温は3月に最低を示し，最高は8-9月である。(図4) 

(c) 流況:25時間連続館則による底層の最大船車は7月(一印刷で20.2cm/sec. 9月 (-84悦)

で23.8cm/secであった。

また，調和分解の結果. 7月は潮流楕円長軸(日使潮)が恒流成分を上回り. 9月は恒流成分

が潮流を大きく上回っている。(図 5) 

(d) 水深・底質等:調査海域内の水深・堆積層厚及び底質は北部と南部の海域で違いがみられる。

北部海域では，水深70-120m・海底匂配10/1，000-20/1，000・堆積層厚 2m以浅が広く分

布し，一部に露岩が点在している。底質は貝殻混じりの砂である。これに対し南部海域は90-

120mで深く海底匂配も50/1.000-60/1，000と急峻である。堆積層厚は 6m前後(1部には

8 -10m)と厚く，底質は細砂となっている。(図6，7. 8) 

138 140 142 144 

M
U
 38' 

40 

38 

図3 東北日本海及び太平洋海域の海況模式(夏)
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2. 生物環境調査

(a) 漁業資源と回遊状況:本地区の生産の上位を占める魚種はサケ・スノレメイカ・ヒラメ・コウ

ナゴ・マス・ヤリイカ・カレイ類となっている。(表2)。乙のほか，魚、礁性魚種であるアイ

ナメ・ソイ・メバノレ類等の漁獲がみられる。これら魚種の出現状況を図9に示したが，スルメ

イカは6-9月，ヒラメ・ソイ・メバル類・アイナメ・カレイ類は周年分布している。

(b) 漁獲試験:調査海域周辺の生物分布状況を明らかにするため，刺網(7， 12月)及び釣(12

月)によって漁獲試験を行い，その結果を表3に示した。

刺網の漁獲物は17f郵O尾で，このうちカレイ類が40%を占めた。釣ではヤリイカ 4尾のみの

漁獲であった。

表2 魚種別生産状況

昭和56年県統計

金額千1円 比率 数量匂

サ ケ 895，733 37.9 1，247，910 

スノレメイカ 885，376 37.5 1，478，335 

ヒ フ メ 112，323 4.8 74，460 

コ ウ ナ コ 60，917 2.6 141，434 

てr ス 類 43，080 1.8 47，999 

ヤ リ イ カ 34，356 1.5 43，717 

カ レイ類 32，979 1.4 48，922 

カ 28，348 1.2 36，751 

て才 ゲ ロ 20，642 0.9 5，494 

タ コ 14，903 0.6 47，485 

ホ ツ ケ 8，933 0.4 46，370 

メ ヌ ケ 4，821 0.2 6，722 

タ ナ ゴ 4，118 0.2 6，000 

ア イ ナメ 3，153 0.1 5，325 

ソイ・メバル類 3，018 0.1 5，490 

サ ノ¥ 1，125 0.1 19，651 

そ の 他 206，934 8.7 384，298 

計 2，360，759 100.0 3，647，363 

唱

a・&qa 
'aA 

表3 謀者獲試験結果

漁 法 束。 網 釣

調 査 月 7月 12月 12月

調 査 占 3 4 4 

パパガレイ 4 

ムシガレイ 8 

ソ ウ ノ¥ チ 15 

マコカε レイ 2 

漁 て才 ガ レ イ 1 

ヒ ラ メ 3 

ア イ ナ メ 3 3 

獲 イ シ ナ ギ I 

カナカーシラ

エゾイソアイナメ

魚 二E イ 類 2 

サ メ 類 3 2 

イ ワ シ 15 

種 ア てr カ、、 サ

コ チ 7 

ゲ ン ケ 類 2 

カ ジ カ 2 

ヤ リ イ カ 4 

計 55 25 4 
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(c) 対象生物の特性

①生活史等

oスノレメイカ 乙の海域で漁獲されるスノレメイカは広域回遊群と地方群(本海域周辺で夏~

秋産卵していると推定される)で，後者がζの海域の重要な資源となっている。この地方

群は本海域周辺の水深100-160m付近の瀬や礁を漁場として漁獲されている。

。ヒ ラ メー6-7月水橋0-80mの海域で、産卵。未成魚・成魚とも水深200m位まで、分

布がみられている。

。キツネメバノレ 4-6月産仔する。 12-20Clltの未成魚は水深40-80mの岩礁域.23C11t以上

の成魚は天然の根又は人工魚礁に生息する。

。アイナメー10-1月に水深3-70mで産卵。 23C11t以上になると生活領域が広がり .150m 

まで分布がみられる。

①餌料生物

対象生物の餌料生物は魚類・甲殻類・端脚類・アミ類等である。(表4) 

①資源動向

54年以降ソイ・ヒラメの減少傾向がみられるのに対し，アイナメは増加傾向にある。スノレ

メイカは54年まで減少傾向にあったが，近年はやや持ち直しの状況にある。(図 9)

表4 対象魚種の主要餌料生物

魚 種 名 主 要 餌 料 生 物

スノレメイカ 甲殻類(コベホ」ダ.テミスト)イカ類

魚類(イワシ類・スケトウダヲ稚魚、)

ソイ・メバノレ類 イカナゴ・スケトウダラ幼稚魚、・イカ類・ヨコヱビ

ア イ ナ メ 臨額〈カ二顎)…

ヒ フ メ 甲殻類・端脚類・魚類・幼稚魚

qa 
qa 
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図9 対象魚種の資源変動(白糠・泊)

3. 社会環境調査

(a) 利用漁業の実態

本地区の漁業別生産割合をみると.;J型定置 (43%).イカ釣 (37%).刺網(14%) .敷

網 (3%) • 1本釣，延縄の順となっている。(表5) 

漁業別の対象魚種は，小型定置はサケ，東i鯛はヒラメ・カレイ類・サケ・敷網はコウナゴ・

一本釣はマス・ヒラメ・メヌケ・マグロ・アイナメ・ソイ等・延縄はタコを対象として漁獲し

ている。(表6)

(b) 標本船調査

標本船の操業海域をみると，白糠・泊の両港から 5浬以内の一般漁場，天然礁漁場，人工魚

礁の各漁場で操業が行われている。漁獲物の構成をみると刺網がヒラメ・カレイ類・一本釣は

ソイ・アイナメ・ヒラメを主対象として操業している(図10)

(c) 漁場の利用状況

本海域では80m以浅で行われている漁業が多いが，スノレメイカ・マス・メヌケ・メバ/レ等は

80m以深の海域で行われている。特にスノレメイカは昼イカ漁業として下北周辺一帯で行なわれ，

水深90-200mで起伏のある海底の根(高さ 2-10汎)を漁場として行なわれており，根の存

在がスノレメイカを蝿集させる条件となっている。(図11)

A
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表5 泊地区漁業種類別漁業概況 (56年県統計より)

~ 着業総数 延出漁日数 平均出漁 漁獲量 l隻当 漁獲金額 1隻当日数 漁獲量 漁獲金額

卜ン トン 千円 千円

イ カ 釣 189 16，036 84.8 1，476 7.8 882，988 4，672 

小型定置網 22 1，415 64.3 1，029，880 46，813 

東リ 網 174 13，370 76.8 540 3.1 325，562 1，871 

敷 網 250 2，402 9.6 141 0.6 60，917 244 

一 本 釣 216 15，278 70.7 29 0.1 46.688 216 

延 縄 20 1，592 79.6 47 2.4 14，724 736 

表6 漁業別着業状況

魚 網
漁業種類 対 象 魚 種 魚業トン数

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

小型定置網
サケ，ヤリイカ，

ト→ ノ -20 
ヒラメ，タナゴ

イ カ 釣 スノレメイカ 3 ---20 

カレイ刺網
カレイ，ヒフメ，

3-5 
アイナメ

サケ刺網 サ ケ ト争 3-5 

カニ刺網 カ 一 3-5 

コウナコ京』網 コ ウ ナ コ守 3-5 

マス一本釣
サクフマス，

-5 
カラフトマス

マグロ /，1 フケマグロ -5 

ヒラメ ィク
ヒフメ，カレイ，

-5 
ソイ，アイナメ

メヌケ /，1 メヌケ，メノ{， Jレ -5 

タコ延縄 タ コ -5 
ι自由

Fhυ 句。
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図10 漁業別魚種別漁獲割合
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図11 漁場利用図
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4. 事業計画の基本的考え方

(紛受益地区及び受益者数:受益地域は下北郡六ケ所村及び東通村白糠地区で，乙のうち受益者

は主として 0-10トン階層292経営体1.026人である。(図12，表7)

(b) 対象生物と漁業種類:対象生物の本地区の重要魚種あるいは魚礁設置により生産効果が期待

できる魚種という考え方から，スノレメイカ，ヒラメ，キツネメバノレ，アイナメを選定した。

対象漁業種類は漁場水深が深く，また，スルメイカが主対象となるため釣漁業とした。

(c) 事業実施海域: (図13)

選定理由 1) 主要対象魚種であるスルメイカの分布水深が90-140mで、ある。

2) 岸深で急峻な地形に隣接しているため湧昇流が期待できる。

3) 海底匂配がやや緩やかであり，推調書がうすい海域である。

4) 利用漁港から近距離にある。

(d) 事業目標:0-10トン階層の l経営体当り平均生産額が他の周辺地域に比べると低いため，

周辺域全体の水準まで引きあげるととによって本地域の振興を図るものである。

(e) 事業規模及び漁場利用開発面積

事業規模ー40，000空7TI

(f) 配置計画(図14)

i )単体礁:スルメイカを対象とするため，湧昇・渦流の形成に有効な面構造タイプブロック

漁場開発面積一約250ha

と，アイナメ，ソイ，ヒラメの生活の場を確保するために有効な陰影部分を多くもつ複雑な

タイプのプロックの2種を採用する。

ii)群体礁:高さのあるタイフ。のプロックを潮上に配置し，潮下には広がりをもたせたタイ

プのプロックを配置する。

iii)全体礁:イカ釣操業を考慮し，群体礁を流れに沿った形で連続して配置する。全体とし

ては起伏に富んだ配置である。

表7 受益地区における関係漁協の概要

組 I口』 員 数 階層別経営体数，就業者数

市町村 組合名
無動 トン トン トン トン トン 小型

正 准 計
力 0-3 3-5 5'"'-10 1(}斗∞ 100- 定置

計

人 人 人 体 体 体 体 体 体 体 体
六ケ所村 f白 509 308 817 240. 78 65 43 65 3 2 496 

。 六ケ所村海水 418 111 529 19 5 1 1 26 

東通村 白 糠 500 82 582 225 30 47 4 1 9 316 

計 1，427 501 1，928 465 127 117 48 66 3 12 838 

人 人 人 人 人 人 人 人
就業者数 465 318 468 240 305 90 42 1，928 

(56.農村統計他)

句

4qa 



図12受益区域

実施位置

図13 事業実施海域
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脇野沢地区人工礁適地調査海溝捌野帳

調査年月日 58. 9. 3 ，ク // イク // Jヲ

調査番号 2 3 4 5 6 

調査時間 10 : 37 10 : 46 11 : 00 10 : 15 11 : 20 11 : 41 

調査水深 48 60 62 64 64 41 

天候・雲量 R 10 R 10 R 10 R 10 R 10 R 10 

風 向 力 E 3 E 2 E I E 3 E 3 E 

波浪・ウネリ 3 2 1 2 3 2 l 3 

透 明 度 10 14 17 8 16 16 

水 温 T S T S T S S T S T S 

。官L 23.2 33.309 23.0 33.166 23.4 33.924 22.8 33.069 23.6 33.369 22.9 32.848 
10 

所 20 23.20 33.308 23.31 33.387 23.30 33.428 23.10 33.433 22.37 33.432 22.69 33.200 

定 30 

層 50 19.45 33.913 16.60 16.01 33.908 17.93 34，075 17.39 33.734 19.09 

〆'、 60 

水 70 

温 80 

. 100 
塩 110 

分 120 

、ーノ 130 

140 

150 

付表1
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H
K
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C
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調査年月日 58. 9. 3 。 。 // // グ

調査番号 7 8 9 1 0 1 1 1 2 

調査時間 08: 40 09: 55 09: 35 09: 19 08 : 55 08: 20 

調査水深 52 61 45 54 55 50 

天候・雲量 C 10 C 10 C 10 C 10 C 10 

風 向 力 E 2 E 2 E 2 E 2 E 2 

波浪・ウネリ 2 1 2 2 1 2 1 2 l 

透 明 度 12 11 13 12 15 

水 温 T S T S T S T S T S T S 

。宵1 20.8 33.078 23.2 33.189 22.8 33.067 23.2 33.322 23.0 33.043 20.8 33.079 
10 

所 20 22.57 33.189 23.04 33.347 22.28 33.335 21.62 33.306 22.08 33.256 22.73 33.154 

定 30 

層 50 16.61 33.847 18.19 34.027 
40ηz 

33.812 18.74 33.916 18.22 33.743 18.42 33.575 
19.95 

，町、 60 

水 70 

温 80 

. 100 
塩 110 

分 120 

、ー" 130 

140 

150 

ー
ニ

Ts



.，. 
N 

調査年月日

調査番号

調査時間

調査水深

天候・雲量

風 向 力

波浪・ウネリ

透 明 度

水 温

。ηz 
10 

所 20 

定 30 

層 50 

，町、 60 

水 70 

温 80 

. 100 
土』台品 110 

分 120 

'--' 130 

140 

150 

58. 10. 15 /，1 

1 3 1 4 

11 : 20 11 : 30 

b c /，1 。
Sw 。 /，1 

/，1 イク

T S T 

18.9 33.21 18.9 

18.7 21 18.8 

18.8 40 18.8 

18.7 40 19.8 

18.7 40 18.6 

58.泊地区人工礁適地調査操業野帳

調査船 Na. 1 ~Na.12 育鵬丸、Na.13~24 豊漁丸

ィク グ /，1 // 

1 5 1 6 1 7 1 8 

11 : 40 11 : 51 12 : 00 12: 10 

ィク 。 イア イ少 。 イア イク あ7 // 

/，1 /，1 ィク 。 ィγ /，1 // /，1 /，1 

// イク イク d日 。 。 /，1 ぁy // 

S T S T S T S T S 

33.28 18.9 33.32 18.7 33.20 19.0 33.31 18.9 33.21 

33 18.7 32 18.6 29 18.7 31 18.8 35 

38 18.7 32 18.6 31 18.7 31 18.7 36 

38 18.7 39 18.6 31 18.7 31 18.7 36 

48 17.1 87 17.4 79 17.7 70 16，9 890 



調査年月日 58. 10. 15 9 // グ イク 。
調査番号 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 

調査時間 12・22 12: 32 12: 43 13: 23 12 : 12 13: 00 

調査水深

天候・雲量 b c // 4ア 。 。 。 。 // 。 9 。 // 

風 向 力 Sw 。 イア 。 。 グ 。 4ア 。 4ア 。 グ

波浪・ウネリ 1 // // グ 。 イ少 ィア 。 // 。 。 砂

透 明 度

水 温 T S T S T S T S T S T S 

。官L 18.9 33.19 18.9 33.19 18.9 33.20 18.9 33.15 18.9 33.15 19.9 33.15 
10 18.8 21 18.7 33.21 18.7 20 18.5 33.19 18.6 33.15 18.6 33.19 

所 20 18.7 30 18.7 33.25 18.7 22 18.5 33.19 19.5 33.16 18.5 33.19 

定 30 18.7 35 18.7 33.25 18.7 22 18.5 33.19 18.5 33.16 18.5 33.20 

層 50 17.8 79 17.5 33.90 18.8 70 18.4 33.80 18.4 33.81 17.7 33.87 

r、 60 

水 70 

温 80 

. 100 
貨品且a‘ 110 

分 120 

'-" 130 

140 

150 

-H品
ω
l



付表2 58.脇野沢地区人工礁適地調査操業野帳

青鵬丸

豊漁丸

調査船 No.1-No.3 

操 業 月 日
58. 7. 7 58. 7. 7 58. 7. 7 58.10.15 58.10.15 58.10.15 58.10.15 58.10.15 58.10.15 
-8 -8 -8 -16 -16 -16 -16 -16 -16 

操 業 位 置 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

(番 号)

投 網 月 日 7. 7 7. 7 7. 7 10.15 10.15 10.15 10.15 10.15 10.15 

投 網 時 亥日 10 h 59m llhllm 11 h 30m 09h 45m 10 h 06m 10 h 21 m 10 h 33m 10 h 54m 11 h 06m 

揚 網 月 日 7. 8 7. 8 7. 8 10.16 10.16 10.16 10.16 10.16 10.16 

揚 網 時 亥日 06h 55m 08h OOm 08h 35m 06 h 12m 06 h 35m 07 h 02m 07m35m 08h 05m 08h 33m. 

水 深 65ηz 63 54 42 50 50 55 65 65 

使 用 漁 コ目宮司Z グ 4分5寸 。3寸 。3寸8分 。 グ 。 // グ // 。 。今 砂

漁 場 底 質 泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥

使 用 反 数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

ト フ ザニ メ 11尾 4.1k9 尾 kヲ 13尾 5.9k9 尾 k9 尾 k子 尾 Icg. 尾 k9 7尾 2.41cg. 1尾 0.4k9

カ ジ カ 類 21 1.8 0.1 1 0.6 

カナカF シ フ 28 3.1 13 1.8 11 1.5 2 0.2 4 0.5 5 0.5 4 

てず jf レ イ 29 1.6 0.3 I 0.1 2 0.2 4 0.6 

魚、 ツ ウ /、 チ l O. 1 

--/ カF レ イ 0.5 2 0.5 

メイタカずレイ 2 0.2 2 0.3 40 7.3 7 1.3 

ホ 、7 ケ I 0.6 

コ チ 2 0.2 

ク サ ウ オ 2 0.2 2 0.8 0.8 1 1.1 

種 スノレメ イ カ 2 0.2 

アプラツノザ、メ 4 0.9 11 14.1 I 1.0 1.7 

コニ イ 類 1 17 5.4 4 1.1 3 0.5 

フ ク フ ゲ 2 1.1 

ぬ 4-No.9イア

-Hh品
|



58.脇野沢地区人工礁適地調章魚偏則定野帳

操業月日 番号 魚 種 名 全長 尾文長 体長 厄門長 体 重 性別 G. W 胃重量 胃内容物 そ の 他

58. 7. 7-8 肱 l ト ラ ザメ 45.0 4909 

// 43.0 410 

// 40.0 360 

。 39.0 350 

// 42.0 380 

。 44.8 460 

。 41.2 300 

。 41.3 330 

。 50.4 460 

// 39.8 240 

// 42.8 330 

カ ジカ類 15.2 13.2 60 

8 13.2 11.5 50 

ィア 15.3 14.2 60 

。 20.1 17.3 130 

// 16.6 14.0 80 

。 18.6 16.0 110 

。 15.4 13.0 60 

4ア 16.4 14.1 80 

。 18.2 15.4 90 

砂 18.6 16.0 70 

イア 16.9 14.4 60 

付表3
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操業月日 番号 魚 種 名 全長 尾文長 体長 E門長 体 重 性別 G. W 胃重量 胃内容物 そ の 他

58. 7. 7 No.3 ト ラザ、メ 44.2 470~ 

/，1 48.0 560 

再F 39.5 250 

カナ 3ゲシラ 28.2 24.0 250 6 2.0 。
。 22.8 19.0 120 /，1 3.0 1.0 魚

/，1 25.4 21.0 240 ♀ 8.0 。
砂 21.2 17.2 110 δ 4.0 。
9 22.9 19.0 120 。 3.5 2.0 魚

。 22.2 18.8 100 。 2.0 。
。 18.8 15.6 60 。 1.5 1.0 魚

。 22.8 19.1 140 。 3.0 。
。 20.3 17.0 110 。 2.5 1.0 魚

。 20.2 17.0 100 。 1.5 3.0 イワシ

。 19.5 16.2 100 。 1.5 2.0 イワシ

カ シカ類 19.0 16.4 100 

ツ ウハチ 24.6 20.4 140 8 2.0 。
マ jf レイ 20.0 17.0 80 平 2.0 。
メイタガレイ 19.2 15.0 90 。 0.5 。

8 19.8 16.0 110 8 0.5 。
ホ ';1 ケ 36.0 33.0 640 δ 2.5 15.0 イワシ

58.10.15-16 4 マコガレイ 32.5 27.5 450 平 7.0 。
メイタガレイ 23.6 18.5 170 8 0.3 。

/，1 22.0 18.0 140 9 0.2 。

l
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士
山
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// 16.2 14.0 40 

，少 19.8 17.2 100 

。 17.0 14.6 60 

。 17.0 14.4 70 

。 16.8 14.4 60 

。 14.8 12.3 50 

。 14.4 12.3 50 

。 16.0 13.5 50 

// 18.0 16.0 60 

。 16.0 13.4 40 

。 14.2 12.3 30 

。 13.3 11.2 40 

。 16.8 14.2 40 

58. 7. 7-8 No.l カ ジカ類 19.2 16.2 110 

。 20.2 17.2 130 

カナカずシラ 18.5 15.4 60 平 3.5 0.5 魚

。 19.6 16.4 60 8 0.5 0.5 

9 22.5 19.0 140 。 2.5 。
。 20.0 17.0 80 // 1.5 。
。 18.3 15.0 100 Q 2.0 0.5 魚

グ 20.0 16.4 100 8 1.0 。
// 21.4 18.2 90 。 1.5 。
。 20.0 16.8 90 // 1.0 。
。 22.3 19.0 140 。 3.5 。
。 19.6 17.0 90 。 1.5 

-H品
叫

l
l



操業月日 番号 魚 種 名 全長 尾叉長 体長 厄門長 体 重 性別 G. W 胃重量 胃内容物 そ の 他

58. 7. 7-8 No.l カナカ「シラ 19.8 17.0 1109 平 3.5 。
// 23.6 20.0 150 6 2.5 。
。 21.2 17.6 110 4ア 2.5 。
。 25.4 21.0 170 // 2.0 1.0 魚

。 21.0 17.8 110 4ア 2.0 。
。 23.8 20.6 140 

。 20.2 17.2 90 

// 19.2 16.3 80 

。 22.4 19.3 140 

。 22.6 18.8 120 

。 20.0 17.0 100 

。 25.4 21.0 170 

イク 21.2 17.4 110 

// 19.8 16.6 120 

。 21.2 17.1 100 

。 19.0 16.2 80 

イア 19.2 16.1 110 

// 21.0 17.4 100 

58. 7. 7 ク サ オ 19.4 100 

// 20.0 110 

コ チ 22.0 70 

// 19.0 40 

スノレメイカ 15.6 80 8 4.5 。
15.4 80 ♀ 4.5 1.5 イワシ

l
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58. 7. 7-8 No.2 カナガシラ 26.0 23.0 240 8 1.0 1.5 魚

イア 24.0 20.5 140 。 0.5 2.5 イワシ

。 26.0 22.3 210 // 3.5 4.5 。
。 21.4 18.3 130 。 2.5 3.4 // 

// 24.5 22.0 160 イア 3.5 2.0 9 

。 25.0 22.3 160 。 3.0 2.0 。
// 22.4 19.0 140 // 1.5 。
。 24.3 20.4 150 。 4.0 4.0 イワシ

9 23.0 19.4 140 。 2.5 2.5 魚

。 19.2 15.8 80 H 1.5 。
。 26.0 22.1 200 // 3.5 1.5 魚

// 23.0 19.6 140 4ア 2.5 。
。 19.6 16.8 80 // 2.5 1.5 魚

マカーレイ 27.0 23.4 300 平 3.0 。 半勲

58. 7. 7 &3 ト フ ザメ 42.2 380 

// 46.7 460 

。 47.2 500 

ィク 48.4 380 

ィク 45.3 360 

// 46.2 560 

H 47.2 550 

// 43.5 480 

。 47.5 520 

// 46.8 460 

1
1
]
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品
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操業月日 番号 魚 種 名 全長 尾叉長 体長 旺門長 体 重 性別 G. W 胃重量 胃内容物 そ の 他

58. 7. 7 Na.3 ト フ ザメ 44.2 4709-

// 48.0 560 

// 39.5 250 

カナカJ シラ 28.2 24.0 250 8 2.0 。
ペク 22.8 19.0 120 // 3.0 1.0 魚

// 25.4 21.0 240 平 8.0 。
// 21.2 17.2 110 6 4.0 。
// 22.9 19.0 120 // 3.5 2.0 魚

// 22.2 18.8 100 // 2.0 。
// 18.8 15.6 60 イク 1.5 1.0 i魚

// 22.8 19.1 140 // 3.0 。
4ケ 20.3 17.0 110 イク 2.5 1.0 魚

ィク 20.2 17.0 100 // 1.5 3.0 イワシ

。 19.5 16.2 100 // 1.5 2.0 イワシ

カ シ カ類 19.0 16.4 100 

ソ ウノ、チ 24.6 20.4 140 8 2.0 。
マガ ν イ 20.0 17.0 80 平 2.0 。
メイタガ‘レイ 19.2 15.0 90 イア 0.5 。

// 19.8 16.0 110 δ 0.5 。
ホ 、y ケ 36.0 33.0 640 δ 2.5 15.0 イワシ

58.10.15-16 4 マコガ ν イ 32.5 27.5 450 平 7.0 。
メイタカマレイ 23.6 18.5 170 δ 0.3 。

ィク 22.0 18.0 140 イケ 0.2 。

-H
問
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カナカ「シラ 21.2 18.0 100 ♀ 0.4 。
// 21.8 18.2 100 δ 0.2 。

58.10.15-16 5 ク サ ウオ 36.0 31.8 530 

25.0 25.0 230 

カナカFシラ 21.0 17.0 100 8 0.1 。
23.2 19.1 120 // 0.1 。
24.3 20.5 150 // 0.3 。
23.2 19.5 120 // 0.2 。

58.10.15-16 6 アプヨツノザ、メ 74.0 1，280 

// 80.0 1，680 

。 82.0 1，960 

// 86.0 3，000 

カ ジカ類 27.0 22.5 570 

ク サ ウオ 41.0 37.2 785 

二E イ 類 29.5 15.0 

カナカマシラ 21.2 18.0 85 8 0.2 。
21.2 17.8 90 。 0.1 。
23.0 19.2 115 λア 0.3 。

58.10.15-16 6 カナカ宇シラ 22.8 18.5 100 δ 0.2 。
// 22.9 19.3 115 イク 0.2 。

マカ「レイ 20.2 17.0 95 平 0.2 。
。 21.0 17.2 100 ィク 3.0 。

l
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操業月日 番号 魚 種 名 全長 尾文長 体長 庇門長 体 重 性別 G. W 胃重量 胃内容物 そ の 他

58.10.15-16 6 フ ク ラ ギ 35.5 32.6 30.0 5459' 平 2. 0 魚

イア 35.2 32.6 30.8 540 8 0.1 7.0 イワシ

58.10.15-16 7 メイタカ♂レイ 23.2 18.0 200 

。 26.3 20.0 300 

// 20.0 16.0 130 

。 25.0 20.2 230 

イク 24.0 19.5 190 

4ア 21.5 17.0 125 

ρ 23.8 18.8 190 

4ア 22.7 18.0 170 

砂 21.5 16.2 120 

。 22.5 17.0 270 

// 24.0 19.0 200 

// 25.5 20.8 240 

。 22.5 17.5 150 

// 21.5 16.0 120 

// 20.5 16.5 120 

// 22.5 17.5 140 

// 23.5 18.5 190 

ィク 24.0 19.5 22.5 

イア 22.9 18.5 170 

// 24.3 19.4 220 

// 21.9 17.0 140 その他9ヒキ(精密用)

-H印
凶
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ij 24.2 19.8 180 

イア 23.2 19.0 170 

。 22.2 18.5 200 

。 23.5 18.7 200 

9 22.2 18.0 170 

ij 23.2 18.5 180 

アプラツノザメ 83.0 1，760 

ij 80.0 1，710 

ij 90.0 2，500 

ij 84.0 2，200 

4ア 57.0 650 

。 73.0 1，480 

イア 72.0 1，050 

ij 63.0 700 

イ少 35.0 120 

グ 63.0 910 

。 65.0 1，000 

こE イ 類 35.2 20.0 415 

イア 43.5 23.8 550 

。 27.2 14.0 140 

。 43.3 20.5 440 

イア 40.0 22.0 475 

イク 34.3 18.2 320 

。 39.9 21.0 460 

。 37.5 19.0 330 

l
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01 
b品

操業月日

58.10.15-16 

58.10.15-16 

番号

7 

8 

魚 種 名

二E イ 類

ィク

ベク

イク

グ

イク

イケ

// 

イク

ト フ サニ メ

メイタカ♂レイ

ク サ ウ オ

// 

ト ラザメ

グ

ィケ

// 

// 

// 

アブラツノザメ

二E イ 類

か

全長 尾叉長 体長 厄門長 体 重 性別 G. W 胃重量 胃内容物 そ の 他

35.2 19.0 330タ

36.0 18.5 300 

30.0 15.3 180 

30.3 15.8 220 

37.4 19.0 410 

39.0 20.2 450 

38.0 20.0 415 

38.2 19.5 400 

38.0 19.0 360 

30.0 

7ひき (精密用)

39.2 35.3 600 

32.0 29.5 450 

49.0 320 

45.0 380 

45.3 320 

43.8 320 

43.2 300 

42.0 270 

46.0 450 

78.0 1，000 

47.2 21.5 470 

37.0 21. 0 350 



イア 21.0 10.5 50 

イア 31.0 15.0 250 

58.10.15~16 9 サ メ 78.0 1，650 

二E イ 類 31.0 15.5 220 

ィク 28.0 14.2 185 

λy 26.9 14.0 130 

マカ、、レイ 25.5 21.8 190 平 4.0 。
9 22.0 18.0 125 // 4.5 0.3 不 明

イク 23.8 20.0 150 イク 3.5 。
ペク 22.8 19.0 150 イク 3.0 。

マコガ ν イ 28.7 24.2 300 グ 8.0 。
イク 23.9 20.6 200 7.0 。

カナカ、、シラ 23.2 19.5 

// 20.0 17.0 

イク 19.9 16.5 

// 20.0 17.0 

ト フ ザメ 45.0 380 

-
Z印
l



泊地区人工礁適地調査操業野帳

S t 1 2 3 

操 業 月 日 58年 7月 1日 イク ィク

操 業 位 置 N 410 13' 410 14' 1410 28' 

投 網 月 日 7 月 l 日 砂 /，1 

投 網 時 亥日 10h15m-10h20m 10 h 25m -10 h 30m 10h35m-10h42m 

揚 網 月 日 7 月 2 日 。 /，1 

揚 網 時 刻 11 h 35m-12 h 20m 10 h 40m -11 h 25m 09h15m-10h25m 

水 深 66πz 55宵L 49-52悦

使 用 漁 具 l枚網. 1寸 5分 /，1 4寸 5分 。 • 3寸

漁 場 区 分 海 藻(網に付)
。 。

使 用 反 数 3 反 3 反 3 反

二E イ 類

ア イ ナ メ 2 l 

ノ〈ノf カJ レイ

ゲ ン ゲ 2 

魚 イ ワ シ 14 

ネ コ ザニ メ
> 3 

カ ジ カ 2 

ムシカなレイ l 

イ シ ナ ギ

ド ン コ l 

種 ソ ウ /、 チ 15 

ア て司 ガ サ I 

マコ コゲレイ 2 

ネズミ ゴチ 7 

付表1

ー同日
AVa--



58.泊地区人工礁適地調査操業野帳

S t 4 S t 5 S t 6 S t 7 S t 8 S t 9 S t 10 S t 11 

操業月 日 58. 12. 13 58. 12. 13 58. 12. 13 58. 12. 13 58. 12. 14 。 58. 12. 15 58. 12. 15 

操業位置 N 老部沖 60m 老部沖 80m 小老部1中80m 小老部沖60m 老部沖 100咽， 老部沖 120伽m 老部沖 20-40m 老部沖 100-120

(番 号)E 

投網月 日 58. 12. 13 58. 12. 13 58. 12. 13 58. 12. 13 58. 12. 13 58. 12. 14 58. 12. 15 58. 12. 15 

投網時刻
08h 41m 09h06m 10hl0m 09h37m 10h 45m 11 h 40m 09h OOm 10h50m 
-08h46m -08h46m -10h 16m -09h45m -11 h30m -12h40m -10h30m -12hOOm 

投網月 日 58. 12. 14 58. 12. 14 58. 12. 14 58， 12. 14 
08h 30 07h 54m 09h 06m 09h 30m 

投網時刻 -08h52m -08h 15m -09h25m -09h55m 
水 深 60ηz 80ηz 60宵Z 80ηz 100ηz 120ηz 

使用漁具 東U 網 1本釣 10本付 スノレメイカ千釣 ヒラメ曳釣。 。 。 // 

3反 (4寸) 3反 (4寸)
3反 3反 (4寸) (鈎針目抜用) (手巻式

(1人) (1人)(3寸5分) (2人) 針15本?
疎? エリイカ

トラザメ I 

コ二 イ 1 漁 獲 ヤリイカ 4尾 漁獲な し 8 

魚 ムシガrレイ 3 (1尾虫喰) 2 (1尾虫喰) 3 (虫喰)

ババガνイ 2 1 な し

マカずレイ ， 1 

アイナメ 1 2 (1尾虫喰)

種 カナjfシラ 1 (中喰)

ヒ フ メ 1 (虫喰) I 

エゾイソ
アイナメ

l
H
印

吋

l


